
早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

1.訪日外国人旅行者の誘致

2.観光地の魅力度向上

3.国

2011年度に

実施すべき事項

l‐訪日旅行再開の働きかけの緊急実施  !

2013年度までに   1
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果日標

1藉
鶴 だ暴rz含昌糧 遇の向上 な

4

地域の特性に応した |‐■
様々な観光拠点整1備を|
実現

創意工夫を活かした
:光地づくり、人材の青■
成を促進   ●1■ |

MICE(※ )の積極的な誘致・開催の推進 I :

※企業等の会議、企業の行う報奨・研修旅行、国際会議、イベント、展示会・見本市の総称 ポテンシャルのある地域を選定し、省庁横断的
に集中支援文化、芸術、スポーツ、環境、医療等をきつかけとした新たな需要開拓など、日

本における新たな観光資源のポテンシャルについての検討 1

:

魅力ある観光地づくりのための環境整備に向けた規制緩和等の検討・実施
   =====」 トロ・

‐甲‐
甲トウ|

地域の観光を支える人材育成の推進 (通訳案内士制度の見直し等)    
三二三二三ヨト

‐‐‐ニロロ
トウ|

交通アクセスの改善、安全・安心なまちづくりの推進

内観光需要の喚起

祝日法改正法案の検討

休暇取得分散化の本格実施有休取得促進、学校休業日の柔軟な
設定に係る実証事業の実施



Ⅳ 観光口地域活性化戦略 γ地域資源の活用による地方都市再生、成長の牽引役としての大都市の再生γ

早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

1.大都市の再生

:

2.地域政策の方向転換     1
(1)地方の「 創造力」と「文イヒカ」の芽を育てる施策

(2)「地域主権」型社会の構築

|※ ‐施設の所有権を移転せず、民間事業者にインフ

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

:

ラの事業運営や開発に関する権利を長期間にわ
たつて付与する方式。

・耶 撃 掛 ‐ ,l‐昧 0■ 用 霊 嘔
・独法資産の実態把燿に基づく見直しによる有効活用、日庫納付等の推進



早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項
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早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標
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早期実施事項    l.
(2010年度に実施する事項)l

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

・アジア等重点地域における海外展開
支援策の強化     i  l

2020年までに
実現すべき成果目標

:
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:
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早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に

実施すべき事項   ト η13年度事F年   「
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

1.ストック重視の住宅政策

(1)ストツク重視の住宅政策への転換に必要なトータルプランに基づく市 の整備、規制緩和等の実施

・建物検査・住宅履歴情報の徹底した普及、   1

晟募集霧籍軍竃属軸 見直島

(2)「作っては壊す」社会から ための質の高い新築住宅の供給促進

(3)内需主導の経済成長を実現するための住宅・不動産市場の活性化の促進

l

l

l

1

1

1

:

1

11

l

l

i

ロ

1

1

1

建築確認の迅速化等市場活性化のた
めの建築基準法の見直しの検討



早期実施事項

(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020ヨFまでに
実現すべき成果目標
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国際競争力ある科学,技術・イノベーションシステムの構築

。大学評価に応じた重点的資金配分

・国際研究開発拠点、最先端共同研究施設・設備、研究支援体制の整備
・外国人研究者受入れのための研究・生活環境の整備

・アジア共通の課題解決に資する国 共同研究・人材育成等の推進
・共同基金プログラムの設立の検討 1

i:督踏轟晋L尋Fげ〕ぎ努鶏 裏lF力
И悧

1 ・スーパーサィェンスハイスクールの強化  :

・産学官協同による理系人材育成のための協議体の構築
・研究開発独法を活用した実践的教市プ

ログラム、研究マネジメント人材の育成

理数教育の強化と理系進学の促進

・研究環境の国際化と人材
流動性の向上
・アジアの活力との一体化

「トップレベル頭脳循環システム(仮称)」 の構築

東アジア・サイエンス&イノベーション・エリアの構築

科学・技術・イノベーション政策推進 の強化

対応へ4重点化



と人材の

早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項 翼鮮電襲  [ 2020年までに

実現すべき成果目標

3::基礎研究の強化とイノベーション創lLの加速

・小型衛星・4ヽ型ロケットの開発、衛星デL夕利用促進プラットフォームの構築 (2012年度に運用開始)
・アジアを中心とした需要の取込み(ODAなどを適切に活用した宇宙システムのパッケージによる海外展開)
・衛星・センサーのシリーズ化、リアルタィム地球観測網の構築、最先端宇自科学・技術にキる競争力の確保

競争的研究資金の使用ルール統一 H
・類似制度の整理・統合を含めた競争的研究資金の再編
・審査・フォローアップ体制の改善・強化

・基
礎
研
究
力
の
向
上

・研
究
の
デ
ス
パ
レ
ー
の
克
服
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1

運郎脚蟄糧馘輪期鰺濯
的な支警「

F「

・イノベーション創出に必要な研究・実証・成果普及上の規制・制度・体制の整備
・革新的技術分野に関する官民連携や省庁連携を含めた資金供給の円滑化

―

疇緩糀翼春
]鑑
艦樅
堡    菱[翻 :号号鶴 &警鶏臨諄賠

:関係投資機関との連携による技術系ベンチャー支援の検討・実施          : ヽ
最先端研究開発支援プログラムの実施

4.産学官連携、地域イノベーション、坤財活用               :
地域イノベーション創出のための共同研究開発の推進、産学官ネットワーク化

:'
のイ
実 ノ

現

・地域イノベーションネットワークの整備 1「

世界

“・つくばナノテクアリーナの構築    1

珈」のプラットフォームの構築

,な産学官集中連携拠点の構築

1

・ベンチャー・中小企業の知財マネジメントの強化 (ワンストップ相談窓口の整備)
・イノベーション促進のための特許料金の見直し(減免制度の拡充を含む。)の検討
・ユーザーの利便性向上に資する特許制度の見直し(出願フォーマットの自由化等)

1

5::フロンテイアの創出

・政府の関与する研究開発投資の第4期科学技術基本計画に沿つた拡充
・研究開発投資の促進に向けた各種施策(研究開発税制等)の検討・実施

・科学,技術予算編成プロセスの抜本的誅革などシステム改革を推進



～IT立 口日本～

・電子政府の総合窓口(e_Gov)の改善
・公的個人認証サービスの改善
,自治体クラウドの推進

※「C10」・…c‖。unforrna‖ on Ofrlcerの略で、組織|!おける情報戦略を考え、実現する責任者。・政府C10設置等の電子行政推進体制
も含め検討

2.地域の絆の再生

2011
ベ

に201
ベ

1.1国民本位の電子行政の実現

電子行政推進の基本方針の策定



い

―

2011年度に
ベ

卜教科書の電子書籍化等について制度改正を含

13.新市場の創出

に201
ベ

に

ベ

データ利活用を促進するための制度見直し等のクラウドコンピューティングの競争力確保のための環境の整備

■|■ |

■■|

篤著新[驚層臨 |
場の創出     |■
(約70兆円の関連新■ 1
市場の創出を目指す)|

■ 11111‐ ‐

l

l

l

l

1

データセンターの国内立地整備等の制
度見直しの検討

I

I

デジタルコンテンツを含む著作物の権
利制限の一般規定について、法制度
整備のための具体案とりまとめ H1実現

のための著作権法の改正案

|の国会提出         .
］
――

著作権制度上の課題 (保護期間、

補償金制度の在り方等)につい
て結論 (2012年 )

戦略分野への技術開発の集中・推進(新世代ネットワーク、クラウド、
革新的デバイス、立体映像システム等) 1開

発成果の早ふあ+こ裏入
:

大規模サイバー攻撃への対応、クラウド化やIPv6に対応した情報セキュリティガイドラインの

"情報通信技術を安心して利用できる環境の整備

竜定など

]

ホワイトスペースの活用など電波の
有効利用のための方策の策定

ホワイトスペースなど新たな電波の有効利用

※「ホワイトスペ,ス J・…放送用などある目的の■ に割り当てられているが、 つて他の目的にも利用可 波数。 J

I

全国の主要道の  |
交通渋滞の大幅減 ,■ |‐

(交通事故減にも貢献)|

交通の高度情報化、システムの海外展開
を見据えたロードマップの策定

＝
＝
日
＝

運用モデルの検討
プロープ情報の集約・活用の効果の検証

グリーンITSサービスの運用開始
(試験運用を含む。)、 交通管制の高度化

※「rrs」 ・…lnte‖にOnt■anSport Systoms(高 摩道路交通システム)の略で、情報通信技術等を活用し、卜と道路と車両を一体のシステムとして構築すること冨躍登1縦、歌鼎聯艘臨尋異猫ま淑



早期実施事項    |
(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

1.若者の就労促進

2.女性の就労促進  (※保育・子育で関係施策は後掲)

3.高齢者の就労促進

4.障がい者の就労促進

]

5。「セーフティ・ネットワーク」の整備  :



早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

6.『実践キャリア・アップ戦略」の推進

7「地域雇用創造」の推進

8.ワーク・ライフ・バランスの実現

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

9.同一価値労働同一賃金に向けた均争
・均衡待遇の推進

10.最低賃金の引上げ

11.職場における安全衛生対策の推」

中の日標lCは 、内閣総理大臣主率のr雇用戦略対晴」において、
労使のリーダー 有臓者の

'加
の下、政労使の合BIを得たもの。

また、これらの日椰値は、●餃 長‖略において、r2020年度までの
平均て、名日391、 実質2●|を上回る成長」等としていることを前提 .



早期実施事項

(2010年度に実施する事項)

2011年度に
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

日

1.待機児童の解消 (就学前)～育
呵

:麟

刊 ヒ

  |

サービスを質量ともに増強～ ・幼稚回、保百所の垣根を取り払い
(保育に欠ける要件の撤廃等)、
新たな指針に基づき、幼児教育と保育を
ともに提供する「こども園 (仮称)」に一体化
・ 力1田著 ル

=量
を К 2轟 十 ふ ヨl日 暑 始 nh七 十

〆||‐  |■ ■|■ ■■■■■ヽ
すべての子どもに||‐ ■|
‐保護者の就労形態等l●|
よう区別なく質の本|ヽ■|‐‐成育環境の整備● :1■|

少なくとも2017年には|■ |

働くことを希望する .■ ‐|
|すべての人が仕事に■■

復帰できる体制の整備|‐ |

①女性の就業継続等'

(2020年度)|‐ |

(2020年における    |■■ |

女性労働力増:約 100万人)|

②保育サービス等従事|
者の増による所得

(2017

③新規雇用者数 |

一一
一
一一一一一・
．
．
・

一
一・
・一一一一一
・一一・・

「こども指針(仮称)」 (当該指針を踏まえた
「総合施設保育要領 (仮称)」 )の検討 (幼
稚国教育要領と保育所保育指針の統合)

へ の際 絶

I

同時に、利用希 争時の優先順位のつけ方についてのガイドラインα
:4成

「子ども家庭省(仮称)」の創設等の検討
口及び地方における実施体制の一元化

ト(1子ども
=E■
は 杯

'」

の馴酸手 )

(2)多様な事業主体の参入促進 4́イコールフッティング等～ ロ

客観的基準による施設認可の徹底

⊇

・指定制度の導入
(施設型リト施設型を問わず多様なサービス
を客観的基準により指定)
・「こども園 (仮称)」について価格制度を一本化
する

:

1

1

「:撃[蜻儡 )自 饉
確保

|||‐

(3)育児サービスヘの集中投資による環境整備 1

「

■ ロ ロ ■ ■ ■ ■
・
ロ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ロ ■

P

昨員の質等の評価・情報提供体制、指導監督体制の準備

:

まちづくりと連携して子育て支援施設の整備を推進する仕組みづくり
(再開発等の機会を提えた新規整備、小学校の空き教室等既存ストックの有効活用による施設誘致等)
子育て支援施設間連携の仕組みづくり(施設・園庭の共有、開放等)
子育て支援施設への未利用国有地の定期借地権を活用した貸付けや庁舎・宿合の空きスペースの貸付け等
保育ママ等の育成支援

1

1

1

1

2.働くことを希望するすべての 事を継続・復帰～サービスメニューの多様化等～ l

l

:

]

延長保育、休日・早朝・夜間・短時間
保育、一時預かり、病児・病後児保
育、事業所内保育等の提供に対する
支援

保育ママ、ベビーシッター、育児支援
NPO等と子育て支援施設が相互連携
を行う仕組みづくり

1

1

・多様なサービスを幅広く指定
・子育て利用券制度等利用者が選択でき
る仕組みを整備

:

放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の体制を育児・教育支援の観点から改善・

強1ヒ (4ヽ 1、 /1ヽ 4の壁解,肖 )
口
■ 放課後対策の体制を整理

・強化

児休業取得先進企業への優遇策等をあヤ|             :そ の他、育児休業の取得期間・方法の弾カイヒ1育
'せ
て実施

※ 上記の施策の具体化など詳細については、引き続き「子ども・子育て新システム検討会議」において検討 〔絆         七2聾暗青裏轟韮鏡矧



早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に    「
実施すべき事項

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標

■

一

・

・

・

口
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一
．
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〓
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口

・

■

一

日

Ｂ

口
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■

口

●

●

一

一
・

一
ヽ

l・
英語担当教員採用時のTOEF/TOEIC成績等ρ考慮、外国人教員の採用促進

蘇彙[鷲鷺蠣∬蝋群
‐翻`

・公立学校における外国人児童生徒の教育支援
1

竜真空令電機美β

'喜

奮=の
デ
十揚 灘亘秀霧実

改善等の検討

:・ 国際バカロレア資格取得可能校等の拡大

。「民間教育サービス評価・情報公開システム」の構築
。「教育支援人材等」の質・信頼性を確保し、活用を推進するための評価・活用システムの構築



γ子どもの笑顔あふれる

早期実施事項    「
(2010年度に実施する事項)11

5,世界と日本を支える人材を生み出

2011年度に
実施すべき事項

地域・産業界等の視点追加

2013年度までに
実施すべき事項

2020年までに
実現すべき成果目標
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,大学の外国語教育・国際化の取組へb支援と拠点形成、外国大学との大学問交流や層互単位認定の拡大            .:
1大学生・高校生の海外交流支援の強:ヒ、外国人教職員・学生の戦略的受入れの促進、日・地域の重点化等の留学生交流戦略の明権花 l
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: ・産学関係者による継続的な対話の場の設定 ]                    :

・教育・研究実績等の情報を一覧できる仕組みの導入 l

・キャリアガイダンスの制度化

大学の職業教育
力の向上

「大学の就業力向上プラン」の実施



早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2011年度に

実施すべき事項
2013年度までに

実施すべき事項
2020年までに
実現すべき成果目標

1:官が独占していた領域を公に開き、ともに支えЬう仕組みを構築
l

i(1)「新しい公共」円卓会議からの提案に対する対応の実現

(2)マルテステニクホルダーからなる「社会的責任1こ関する円卓会議」を通じた協働
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2011年度に

実施すべき事項

2013年度までに

実施すべき事項
2020年までに

実現すべき成果目標

]

1

(3)

(4)

3.
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早期実施事項
(2010年度に実施する事項)

2.資金の流れを変え、国民が支える公共を構築 ]

(1)「新しい公共」円卓会議の提案への政府の対
税額控除の割合や対象法人、実施時期に関す

(2)｀P6等を支える小規模金融制度の見直し等 1

NPO等の新しい公共の担い手を、企業によ と連携し、資金供給や活動基 の面から一体的に支援

地域コミュニティのソーシャルキャピタルを高める先進的な活動の促進・支援等

l

社会,環境分野の課題解決と経済成長を一体nlに推進し、国民の不幸を最小化   1
政府だけでは解決できない社会的諸課題に対uて、様々な主体が参画し、協働して国民のニーズにきめ細かに
対応することで解決

(2)社会進歩を測定する指標づくりに関し、各国

雛群編脚ど卜
翻珀は

及び国際機関と連携し、新しい成長及Ч幸福度に
ついて調査研究を推進

:を解決             .幸福感・満足感を引き上げる観点から社会的




